「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて－子どもと大人を “ つなぐ ” という観点から－ by 板倉　 栄一郎
ISSN 2186− 3989
北 陸 大 学 紀 要
第48号（2020年３月）抜刷
「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて
－子どもと大人を “ つなぐ ” という観点から－
板倉　栄一郎
Toward the realization of a “curriculum open to society”
—from the perspective of  “connecting” children and adult －
Eiichiro Itakura
北陸大学紀要 




 北陸大学経済経営学部 Faculty of Economics and Management+RNXULNX8QLYHUVLW\ 






Toward the realization of a “curriculum open to society” 




Received November ５,2019 




 As the title suggests, this paper has discussed the realization of an “educational 
course open to society”.he Japanese-style education system has been positively 
evaluated in Western Europe, but with an emphasis on the continuity of child-rearing 
discipline and school education with reference to the view that the system is facing a 
crisis and research results of brain science about. To that end, he recommended that 
the connection between children and adults as “individuals” should be emphasized, 
and that this should be practiced in educational settings. He also gained the ability to 
sense the feelings of others and argued that this is important for living in society.  
 



















































































































































































































































































   学校が地域の拠点として、児童生徒のみならずその背後の家庭が抱える困難を鋭
く見出し、様々な社会サービスに繋げていく役割を強化していく
 ⅱ）教育と仕事の関係
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 比較項目 日 本 アメリカ
$ 性 質 受容的勤勉性 自主的選好性
% 社会背景 役割社会 個人社会
& 人との関わり 機械的結合 有機的結合
' 主 義 「分け前的」平等主義 「規範的」平等主義
( 子ども観 美徳の性（性善説） 悪へ傾向（性悪説）
) 教育観 教育による善の開花 教育による悪の矯正
* モデル いい子（＊ウチ・ソトの分化） 独立した個人
+ 親子関係 共生的関係 権威的関係
, 子への期待 従順、行儀、社会への順応 自立、自己の確立、自己主張
- しつけの方向 気持ち志向 自己顕示的志向（律法的）
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 「序論社会の中の教育」『岩波講座教育変革への展望２』岩波書店 年  月。
 恒吉、主要参考文献、 頁。
 恒吉、主要参考文献、 頁。
 『いじめの構造－なぜ人が怪物になるか－』講談社現代新書  年  月。





 年  月。 頁に、本田が取り上げた主な社会学者の一覧がある。
 本田は、「第二次世界大戦後の日本は、アメリカによる安全保障に守られることで、自
国の経済発展に集中することを選択した」と述べる。（本田、前記（註） 記載、 頁）。
 吉見俊哉著『親米と反米－戦後日本の政治的無意識－』岩波新書  年  月。
 頁。
 齋藤孝著「第二章 学びを奪った「アメリカ化」」『なぜ日本人は学ばなくなったのか』




 『甘えの構造（増補普及版）』弘文堂 年  月。
 柏木恵子著『子どもが育つ条件』岩波新書  年  月。 頁。
 東、主要参考文献、 頁。
 例えば、門脇が提言した「社会力」の育成は、この範疇に含まれると考える。
 大澤眞幸著『不可能性の時代』（岩波新書  年  月）。なお、大澤は別の著書
で、「第三者の審級」の撤退ないし衰退が  世紀末以降に起きていると考えており、
リスク社会論と関係づけて、現代の生きづらさの原因の一つとしている。（『自由とい
う牢獄－責任・公共性・資本主義－』岩波書店  年  月。『「正義」を考える－生




































































 「序論社会の中の教育」『岩波講座教育変革への展望２』岩波書店 年  月。
 恒吉、主要参考文献、 頁。
 恒吉、主要参考文献、 頁。
 『いじめの構造－なぜ人が怪物になるか－』講談社現代新書  年  月。





 年  月。 頁に、本田が取り上げた主な社会学者の一覧がある。
 本田は、「第二次世界大戦後の日本は、アメリカによる安全保障に守られることで、自
国の経済発展に集中することを選択した」と述べる。（本田、前記（註） 記載、 頁）。
 吉見俊哉著『親米と反米－戦後日本の政治的無意識－』岩波新書  年  月。
 頁。
 齋藤孝著「第二章 学びを奪った「アメリカ化」」『なぜ日本人は学ばなくなったのか』




 『甘えの構造（増補普及版）』弘文堂 年  月。
 柏木恵子著『子どもが育つ条件』岩波新書  年  月。 頁。
 東、主要参考文献、 頁。
 例えば、門脇が提言した「社会力」の育成は、この範疇に含まれると考える。
 大澤眞幸著『不可能性の時代』（岩波新書  年  月）。なお、大澤は別の著書
で、「第三者の審級」の撤退ないし衰退が  世紀末以降に起きていると考えており、
リスク社会論と関係づけて、現代の生きづらさの原因の一つとしている。（『自由とい
う牢獄－責任・公共性・資本主義－』岩波書店  年  月。『「正義」を考える－生






































・門脇厚司著『社会力を育てる－新しい「学び」の構想－』岩波新書  年  月。
・本田由紀著『もじれる社会－戦後日本型循環モデルを超えて－』ちくま新書  
年  月。
・東洋著『シリーズ人間の発達  日本人のしつけと教育－発達の日米比較にもとづい 
て－』東京大学出版会  年  月。
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